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！後期高齢者医療制度－仕組みと問題点〝



秋
空
の
下
、
大
通
公
図
三
丁
目
に
お
い
て

5
8
名
が
通
行
人
に
ア
ピ
ー
ル
′
・

協
力
‥
北
海
道
・
札
幌
市
・
市
立

札
幌
病
院
・
北
海
道
腎
臓

バ
ン
ク
・
北
海
道
腎
移
植

者
協
議
会
・
各
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
・
報
道
各
社

九
月
二
三
日
佃
、
腎
友
会
患
者
家
族

合
わ
せ
て
五
八
名
が
参
加
し
て
、
秋
晴

れ
の
下
で
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
（
意
志
表
示

カ
ー
ド
）
を
配
布
し
、
道
行
く
人
達
に

腎
臓
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

快
く
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
方
、

冷
や
や
か
に
通
り
す
ぎ
る
方
な
ど
人
間

模
様
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
の
所
持

率
（
現
在
約
一
〇
％
）
　
の
増
加
は
期
待

出
来
な
い
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
腎
臓

移
植
は
遠
い
先
の
こ
と
に
感
じ
ら
れ
ま

した。永
年
ご
努
力
い
た
だ
い
た
先
輩
諸
氏

に
は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
が
、
「
な
ぜ
？
」

と
い
う
原
点
に
戻
っ
て
、
運
動
方
針
を

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
報
告
　
平
林
　
国
男
）

（
五
輪
橋
内
科
病
院
）



鈴木会長　　　　　　　　柳沼実行委員長

街頭での意思表示カード配布

章巨

福原副会長

平野先生（右）も熱心に指導しました

ノー

み
い

男
′



チャンペーン励んで～麟好と静

腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者

窟
雷
管
管
草
書
藍
雷
撃
娼
弛
娼
報

㊥
北
海
道
保
健
福
祉
部
医
務
業
務
課

合
田
　
英
人

㊥
札
幌
市
保
健
福
祉
局
医
療
研
整
牒

田
原
　
伸
二
角
谷
俊
太
郎

㊥
北
海
道
腎
臓
パ
ン
ク

藤
森
千
代
記
、
藤
森
　
幸
子

小
野
美
和
子

㊥
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科

平
野
　
哲
夫
、
良
潟
都
志
子

小
松
　
礼
果

㊥
札
幌
ス
ノ
上
フ
イ
オ
ン
ス
ク
ラ
ブ

前

田

　

哲

男

、

松

井

　

務

名

越

　

茂

㊥
札
幌
エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

柴
田
　
憲
秀
、
本
村
　
信
人

高
橋
　
英
明
、
内
山
謙
士
郎

岩
井
　
英
些
梅
野
光
一
郎

杉
浦
　
晃
司
、
横
幕
　
義
信

近
間
　
敏
治

㊥
札
幌
青
年
会
議
所

小
野
　
秀
樹
、
米
山
　
昭
彦

竹
原
　
慎
雅

㊥
北
海
道
移
植
者
協
議
会

小
田
　
憲
司
、
笹
川
　
和
宜

渡
辺
　
吉
臣

㊥
石
川
泌
尿
器
科

吉
田
　
宣
博

㊥
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
東

庄

野

一

男

㊥
五
輪
橋
内
科
病
院

平
林
　
園
男
、
望
月
　
悦
子

㊥
勤
医
協
中
央
病
院

斉
藤
　
綾
子

㊥
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴
木
　
啓
三
、
鈴
木
　
洋
子

川
村
百
合
江
、
高
橋
　
幹
子

仲
山
千
鶴
子

㊥
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

西
山
　
利
彦
、
高
橋
　
淳
一

㊥
札
幌
北
檎
病
院

田
辺
　
哲
明

㊥
札
幌
南
一
条
病
院

坂
　
孝
光
、
三
上
留
美
子

矢
田
　
孝
子

㊥
し
ら
か
ば
泌
尿
路
料
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
　
修
二

㊥
仁
椴
会
病
院

千

乗

　

斌

＠
澄
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
塚
　
艶
子
、
藤
井
　
勝
子

野
崎
　
洋
子

㊥
桑
園
中
央
病
院

本
田
　
敏
、
本
田
　
明
美

㊥
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
西
　
政
弘

㊥
手
稲
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

柳
沼
　
正
一

㊥
中
野
医
院

福
原
真
理
子

㊥
新
井
田
医
院

岡
崎
　
政
司

㊥
福
住
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

相
川
　
信
子
、
浅
香
　
孝
子

㊥
星
野
泌
尿
器
科

外
川
　
純
也

＠
も
な
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

筐
木
　
芳
三

参
加
者
‥
五
八
名

人
の
死
と
臓
器
の
活
用
は
移
植
を
待

つ
者
に
と
っ
て
、
善
意
の
無
償
の
行
為

に
期
待
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？日

本
人
の
倫
理
観
は
こ
の
ま
ま
で
仕

方
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
仏
教
は
臓

器
移
植
を
禁
じ
て
は
い
な
い
の
で
す
。

死
後
に
自
己
の
尊
厳
を
傷
つ
け
ら
れ
る

恐
ろ
し
さ
、
ご
追
放
の
気
持
を
無
視
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
「
な
ぜ
か
？
」
と
貧
剣
に
考

え
て
い
る
人
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
「
身
体
髪
膚
こ
れ
父
母
に
事
く
。
敢

て
毀
傷
せ
ざ
る
は
孝
の
始
め
也
」
　
（
孝

教
）
の
思
想
が
今
も
っ
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
（
星
野
一
正

「
医
療
の
倫
理
」
よ
り
）
。
四
苫
五
経
を

読
ん
だ
人
が
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
こ
と
を
以
っ
て
移
植
の
た
め
の
臓

器
提
供
を
拒
む
と
す
れ
ば
、
全
く
問
迎

え
た
解
釈
と
断
言
し
て
良
い
と
思
う
。

政
治
家
・
宗
教
団
体
・
教
育
な
ど
に

対
す
る
幅
広
い
啓
蒙
活
動
が
、
我
々
に

与
え
ら
れ
た
急
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
法
律
改
正
等
の
具
体
的
な

国
会
請
願
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
平
林
　
国
男
）

（
五
輪
橋
内
科
病
院
）
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～
そ
の
仕
組
み
と
問
題
点
～

平
成
一
八
年
六
月
に
医
療
制
度
改
革

関
連
法
が
可
決
さ
れ
、
老
人
医
療
制

度
、
七
〇
歳
か
ら
七
四
歳
ま
で
を
前
期

高
齢
者
医
療
制
度
、
七
五
歳
以
上
（
透

析
者
に
つ
い
て
は
任
意
で
六
五
歳
か
ら

七
四
歳
ま
で
）
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

前
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
自
己
負
担

が
一
割
か
ら
二
割
に
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

新
設
も
医
療
費
の
公
費
負
担
を
削
減

し
、
患
者
の
負
担
を
増
や
す
目
的
を
持

っ
て
い
ま
す
。

一
部
老
齢
基
礎
年
金
（
七
九
万
円
）

の
み
の
方
は
、
激
変
綬
和
措
置
（
議
員

が
よ
く
使
う
言
薬
で
本
当
に
緩
和
か
ど

う
か
？
）
で
加
入
時
か
ら
二
年
間
保
険

料
の
五
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

後
、
激
変
緩
和
な
ど
消
え
て
し
ま
い
、
二

年
ご
と
の
保
険
料
見
直
し
に
よ
り
当
然

の
ご
と
く
保
険
料
は
上
昇
の
一
途
を
た

ど
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
変
化

と
し
て
は
、
七
五
歳
以
上
の
方
（
透
析

者
は
六
五
歳
か
ら
七
四
歳
の
方
で
任
意

加
入
す
る
、
こ
の
部
分
が
一
番
不
可
思

議
な
部
分
で
透
析
者
に
関
係
あ
る
重
要

な
所
で
す
）
は
、
一
人
ひ
と
り
が
個
別

に
保
険
料
を
支
払
う
制
度
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

ご
夫
婦
の
奥
さ
ん
や
扶
養
家
族
の
方

な
ど
保
険
料
を
今
ま
で
払
っ
て
い
な
い

方
で
も
、
す
べ
て
全
員
が
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
世
帯
殆
ど
の
場

合
は
世
帯
主
が
納
め
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
が
、
夫
と
奥
さ
ん
は
別
々
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
扶
養

家
族
で
あ
っ
た
人
も
全
員
が
少
な
い
年

金
の
中
か
ら
保
険
料
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
が
試
算
し
た
全
国

平
均
保
険
料
額
は
年
額
七
四
、
〇
〇
〇

円
に
な
る
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
都
道
府
県
に
よ
り
大
き
く
違
い
北

海
道
は
八
五
、
〇
〇
〇
円
に
も
な
る
と

見
積
も
ら
れ
月
額
七
、
一
〇
〇
円
の
高

額
に
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
り
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の

合
計
が
年
金
受
給
額
の
半
分
を
超
え
て

し
事
つ
よ
う
な
人
（
年
額
た
っ
た
一
八

万
円
ま
で
の
人
）
に
つ
い
て
は
、
天
引

き
せ
ず
に
個
別
に
保
険
料
を
納
め
る
最

悪
と
も
言
え
る
仕
組
み
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
高
齢
で

七
五
歳
に
な
る
と
、
も
う
お
先
短
く
、

ご
用
す
み
で
す
の
で
、
診
療
点
数
を
下

げ
て
透
析
の
質
を
下
げ
て
も
間
違
は
起

き
な
い
で
し
ょ
う
。
多
少
具
合
が
悪
く

と
も
お
年
で
す
か
ら
と
言
え
ば
良
い
で

し
ょ
う
な
ど
、
分
か
ら
な
い
よ
う
に
や

り
ま
し
ょ
う
と
言
う
も
の
で
す
。
私
た

ち
患
者
は
そ
の
事
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
す
。

導
入
期
の
何
も
知
ら
な
い
人
、
診
療

報
酬
が
下
が
っ
て
自
己
負
担
が
安
く
て

い
い
な
と
、
蕃
ん
で
後
期
高
齢
者
医
療

に
飛
び
つ
く
よ
う
な
人
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
進
め
ば
本
当
に
不
幸
な
事
態
に

成
り
か
ね
ま
せ
ん
。

九
月
の
報
道
で
政
府
・
与
党
は
「
七

〇
歳
か
ら
七
四
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
一
割
か
ら
二
割
へ
の
引
き
上
げ
の
凍

結
、
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
一
部
に

新
た
に
発
生
す
る
保
険
料
の
負
担
の
凍

結
を
す
る
法
案
提
出
へ
」
と
の
内
容
が

載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
の
末
に
は

与
党
の
正
式
な
修
正
提
案
と
な
り
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
当
の
意
味

で
の
対
策
で
は
な
く
、
人
気
と
り
、
選

挙
対
策
の
一
環
で
す
。
目
先
の
凍
結
な

ど
で
ご
ま
か
し
て
そ
の
場
を
し
の
い

で
、
二
年
後
に
は
見
直
し
が
行
わ
れ
、

凍
結
は
無
く
な
り
二
割
の
医
療
費
負

担
、
保
険
料
の
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
制
度
は
今
ま
で
も
こ
の
様
な
こ

と
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
医
療
費
全
体
が
一
兆
円
と
定
め

ら
れ
、
そ
の
中
で
や
り
く
り
し
な
さ
い

と
な
ぜ
決
め
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
、
も
う
一
度
今
国
民
が
何
を
求
め
て

い
る
か
、
防
衛
費
な
ど
ほ
ん
の
一
部
を

福
祉
の
方
へ
持
っ
て
い
く
だ
け
で
解
決

出
来
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
皆
さ

ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
政

府
に
そ
れ
は
望
め
ま
せ
ん
。
野
党
か
ら

の
色
々
な
法
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
内
容
を
見
極
め
今
後
の
動
向
に
よ

り
、
大
き
く
判
断
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

す。
透
析
患
者
全
員
で
し
っ
か
り
勉
強

し
、
安
全
で
元
気
で
長
生
き
出
来
る
透

析
医
療
を
し
っ
か
り
守
っ
て
行
き
ま
し

ょう。



広い会場も「いっぱい」になりました

10年以上表彰の方々

演題　プノ】三かされこ38：卜

三言師完倉詰れ㌫啓三
「l

熱心に講演中の鈴木会：良

長
期
透
析
者
表
彰
式

講
演
（
鈴
木
会
長
）

九
月
九
日
州
、
札
幌
市
北
区
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
八
二
名
の
出
席
者
が

琴
っ
中
、
「
長
期
透
析
者
表
彰
式
」
と

鈴
木
啓
三
会
長
を
講
師
に
「
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
節
目
の
五
周
年
ご
と

に
、
一
〇
年
二
一
〇
年
二
一
五
年
二
二

〇
年
の
会
員
を
表
彰
し
て
い
ま
し
た

が
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
一
〇
年
表
彰

だ
け
に
す
る
事
が
、
本
年
度
総
会
で
会

則
改
正
さ
れ
、
総
会
時
に
表
彰
式
を
実

施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

変
則
的
で
す
が
講
演
会
と
同
時
に
お
こ

な
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
と
し
て
一
〇
時
よ
り
、
堀
井

和
彦
副
会
長
の
司
会
で
、
長
期
透
析
者

表
彰
式
が
始
ま
り
、
逝
去
さ
れ
た
仲
間

に
黙
と
う
を
捧
げ
、
鈴
木
会
長
か
ら
、

講
演
会
と
表
彰
者
へ
の
お
祝
い
の
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
一
一
〇
名

の
会
員
が
表
彰
さ
れ
ま
す
が
、
当
日
は

体
調
な
ど
様
々
な
事
情
に
よ
り
一
四
名

の
表
彰
者
が
出
席
さ
れ
、
鈴
木
会
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。一

〇
年
以
上
一
五
年
未
満
の
長
期
透

析
者
は
全
国
で
三
〇
二
三
八
人
、
全

透
析
者
の
一
二
二
％
　
（
平
成
一
八
年

一
二
月
三
一
日
現
在
　
日
本
透
析
医
学

会
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

透
析
生
活
一
〇
年
を
超
え
る
の
は
、

自
己
管
理
は
勿
論
、
家
族
・
医
療
ス
タ
ッ

フ
・
医
療
制
度
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ

れ
ば
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
合

併
症
に
留
意
さ
れ
長
期
透
析
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第
二
部
は
筐
木
芳
三
副
会
長
の
司
会

で
『
生
か
さ
れ
て
三
八
年
』
☆
あ
な
た

は
四
〇
年
生
き
ら
れ
ま
す
か
と
、
題
し

て
鈴
木
会
長
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

した。



会場設営などで大活躍の青年部員

一
四
P
に
わ
た
る
資
料
が
配
布
さ

れ
、
ご
自
分
の
透
析
導
入
時
、
昭
和
四

五
年
頃
の
透
析
治
療
の
状
況
か
ら
話
さ

れ
ま
し
た
。

当
時
の
透
析
治
療
は
、
一
回
七
～
一

〇
時
間
・
週
二
回
透
析
、
毎
回
透
析
膜

を
張
替
え
る
も
の
で
尿
毒
素
や
水
分
の

除
去
効
率
が
悪
く
、
透
析
不
足
の
状
態

で
し
た
。
そ
の
為
、
食
事
・
水
分
制
限

が
厳
し
く
、
貧
血
が
酷
く
栄
養
不
足
の

状
態
で
し
た
。

医
療
費
の
自
己
負
担
は
厳
し
く
、
社

会
保
険
本
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
家
族
は
五
割
、
国
民
健
康
保

険
は
本
人
も
家
族
も
三
割
の
負
担
が
あ

り
、
一
カ
月
一
〇
～
三
〇
万
円
（
当
時
）

と
高
額
な
時
代
で
支
払
い
が
大
変
で
し

た。

ま
た
、
透
析
機
器
も
非
常
に
不
足
し

て
い
て
、
透
析
導
入
が
出
来
ず
に
亡
く

な
る
な
ど
腎
不
全
患
者
の
悲
劇
的
な
事

例
が
全
国
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

厳
し
い
状
況
の
中
、
全
国
の
透
析
患

者
が
結
集
し
て
、
昭
和
四
六
年
六
月
に

全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
（
全
腎

協
）
が
結
成
さ
れ
、
人
工
透
析
治
療
を

全
額
国
席
負
担
に
、
人
工
腎
臓
の
増
設
・

普
及
な
ど
、
五
項
目
を
厚
生
省
・
大
蔵

省
に
要
請
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
活
動
が
あ
り
現
在
安
心
し
て
透
析

医
療
が
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
九
年
七
月
に
、
札
幌
腎
臓
病

患
者
友
の
会
が
結
成
さ
れ
、
透
析
患
者

が
使
え
る
福
祉
制
度
の
情
報
収
集
、
札

幌
市
へ
の
要
望
請
願
、
親
睦
交
流
活

動
、
機
関
紙
〝
生
き
る
仲
間
″
の
発
刊

な
ど
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
・
自
己
管

理
を
上
手
に
す
る
こ
と
、
家
族
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
す
べ
て
の
人
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
持
ち
長
生
き
し
て
下
さ

い
。
と
の
お
話
で
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

文
章
に
さ
れ
た
も
の
を
読
む
の
と
違

い
、
ご
自
分
の
体
験
を
も
と
に
講
演
さ

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
生
々
し
く
大
変

迫
力
が
あ
る
も
の
で
し
た
。

福
原
習
パ
理
子
副
会
長
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
講
演
会
の
一
部
二
一
部

と
も
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

（
実
行
委
員
長
　
堀
井
　
和
彦
）
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司　初

郎枝節
一　　笛

夫　　子

●
石
川
泌
尿
器
科

伊
藤
　
邦
夫
・
岡
崎
　
悦
夫

佐
藤
美
代
治
・
佐
野
由
美
子
・

清
水
　
　
正
・
溜
　
陽
子

新
倉
　
由
一

●
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

近
藤
　
夏
樹
・
佐
藤
　
京
子

垂
田
一
夫
・
清
水
　
フ
ミ

只
野
さ
ゆ
り
・
達
見
し
ま
子

●
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク

上
田
冨
美
子
・
掛
端
　
ト
ミ

今
野
　
由
子
・
佐
々
木
　
茂

田
宮
　
英
代
・
森
　
は
る
み

●
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院

佐
藤
　
美
法
・
杉
本
　
勝
子

平
間
　
新
一

●
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
プ
ラ
ザ

鎌
田
　
昭
男

●
勤
医
協
中
央
病
院

岩
間
　
晴
子
・
佐
々
木
正
武

澤
野
　
秀
道
・
宍
戸
　
明
雄

下
村
　
正
幸
・
中
村
　
茜
公

宮
下
　
忠
雄
・
六
角
　
啓
子

●
ク
ボ
タ
泌
尿
器
科

宮
本
　
園
江

●
K
K
R
札
幌
医
療
セ
ン
タ
ー

幸
田
　
昌
子
・
大
楽
　
栄
子

竹
内
　
治

●
五
輪
橋
内
科
病
院

五
十
嵐
義
昭

●
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
　
義
明
・
式
部
寿
生
子

牧
野
　
弘
昭
・
吉
田
　
優
理

●
札
幌
厚
生
病
院

林
　
恭
子
・
安
田
　
博
幸

●
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

匿
　
　
名
・
三
木
　
健
二

●
札
幌
束
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
野
　
牧
子

●
札
幌
北
稔
病
院

加
藤
　
久
子
・
熊
谷
　
善
明

佐
々
木
美
津
子
・
佐
藤
千
代
子

為
近
　
富
雄
・
千
葉
　
優
子

沼
田
利
恵
子
・
畑
山
　
芳
子

細
貝
　
雪
枝
・
森
田
　
栄

●
札
幌
南
一
条
病
院

稲
見
　
守
・
井
上

及
川
一
江
・
長
田

尾
田
　
真
美
・
鹿
内

横
田
　
武
夫

●
三
樹
会
病
院

西
村
　
裕
・
藤
沢

●
J
R
札
幌
鉄
道
病
院

竹
田
　
良
一
・
中
嶋

馬
場
久
仁
夫

●
篠
路
は
ま
な
す
ク
リ
ニ
ッ
ク

家
常
　
徳
行
・
武
田
　
親
章

町
田
　
由
雄

●
し
ら
か
ば
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
　
修
二
・
若
月
　
雅
裕

●
市
立
札
幌
病
院

鈴
木
　
由
恵

●
仁
槍
会
病
院

上
田
　
久
雄
・
上
中
　
久
子

木
田
　
秀
夫
・
鈴
木
　
友
幸

高

野

　

彰

●
澄
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
塚
　
艶
子
・
黒
森
　
和
子

桑
野
ヨ
シ
子
・
塩
沢
け
さ
子

匿

　

　

名

●
桑
園
中
央
病
院

石
川
　
保
則
・
高
橋
冨
美
子

●
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

寺
田
　
正
代
二
二
上
　
照
美

●
手
稲
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
井
　
隆
雄

●
て
い
ね
泌
尿
器
科

猪
俣
　
秀
教
・
徳
井
不
二
子

山
田
　
敬
正

●
中
野
医
院

佐

藤

　

昇

●
新
井
田
医
院

岡
崎
　
政
司
・
増
川
　
清
一

●
広
田
医
院

福
村
　
修
身

●
寓
田
紀
念
病
院

小
野
習
パ
規
子

●
宮
の
森
紀
念
病
院

岸
　
睦
子
・
佐
藤
　
信
子

林

　

栄

子

●
も
な
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
島
　
雅
子

●
山
本
医
院

黒
川
須
美
子
・
澤
谷
　
モ
ヨ

●
ゆ
う
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

和
田
　
康
平

●
石
狩
病
院

島
谷
ス
ミ
子
・
蓮
田
　
俊
子

●
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島

石
山
　
覚
・
佐
藤
　
雅
愛

布
目
　
信
江

●
は
ま
な
す
医
院

岡
山
千
佳
子
・
杉
本
　
和
昌

以
上
一
一
〇
名



《《《《ひろば》》》》

父
は
り
ん
ご
が
好
き
だ
っ
た
。
四

季
お
り
お
り
あ
ま
た
果
物
が
あ
る
中

で
、
と
り
わ
け
愛
し
て
い
た
の
が
り

ん
ご
。
決
ま
っ
た
時
刻
に
母
に
皮
を

む
い
て
も
ら
い
、
四
つ
割
り
に
し
た

り
ん
ご
一
個
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
た
。

父
が
子
供
の
頃
、
果
物
と
い
え
ば

り
ん
ご
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。
幼

少
期
か
ら
馴
染
ん
で
き
た
味
に
深
い

愛
着
を
感
じ
る
ら
し
く
、
傍
ら
で
い

ろ
い
ろ
な
果
物
を
食
べ
て
い
る
母
と

私
を
横
目
に
り
ん
ご
一
筋
の
父
だ
っ

た。
果
物
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の

補
給
に
欠
か
せ
な
い
が
、
適
析
患
者

に
と
っ
て
カ
リ
ウ
ム
値
を
考
え
る

と
、
思
う
よ
う
に
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
う
悩
み
が
あ
る
。
一
〇
〇
g
中
の

カ
リ
ウ
ム
を
列
挙
し
て
み
る
と
　
（
単

位
は
m
g
）
、
バ
ナ
ナ
三
六
〇
、
メ
ロ

ン
三
五
〇
、
い
ち
ご
一
七
〇
、
み
か

ん
一
五
〇
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
一

四
〇
、
ぶ
ど
う
一
三
〇
、
す
い
か
一

二
〇
、
り
ん
ご
二
〇
、
り
ん
ご
が

一
番
低
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
食

物
繊
維
も
豊
富
で
、
便
秘
が
ち
な
方

々
に
も
う
れ
し
い
。

少
々
話
は
そ
れ
る
が
、
父
が
好
き

な
テ
レ
ビ
悉
組
は
大
相
撲
と
素
人
の

ど
自
慢
だ
っ
た
。
父
は
楽
し
そ
う
に

見
て
い
た
が
、
母
も
私
も
ま
っ
た
く

見
る
気
が
し
な
か
っ
た
。
父
を
な
い

が
し
ろ
に
し
た
つ
も
り
は
も
う
と
う

な
い
。
し
か
し
、
父
の
ほ
う
で
は
、

母
と
私
の
結
び
つ
き
の
強
さ
に
、
入

り
こ
め
な
い
疎
外
感
を
覚
え
て
い
た

は
四
月
、
最
後
の
誕
生
日
に
大
好
物

の
甘
納
豆
入
り
お
赤
飯
を
お
い
し
い

と
お
か
わ
り
し
て
、
お
腹
を
こ
わ
し

た
。
だ
か
ら
今
で
も
誕
生
日
に
は
、
甘

納
豆
赤
飯
を
仏
前
に
供
え
て
い
る
。

お
墓
ま
い
り
に
行
っ
て
ま
わ
り
に

誰
も
い
な
い
と
き
、
お
経
が
わ
り
に
、

の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
父
が
逝
っ
て
二
一
年
に
な

る
。
父
は
あ
の
世
に
じ
っ
と
し
て
い

た
く
な
い
ら
し
く
、
千
の
風
に
な
っ

て
、
日
々
の
生
活
の
中
に
現
れ
て
く

る。

六
月
に
亡
く
な
っ
た
父
の
誕
生
日

父
が
好
き
だ
っ
た
島
倉
千
代
子
さ
ん

の
「
恋
し
て
い
る
ん
だ
も
ん
」
を
母
と

二
人
で
歌
っ
て
く
る
。
父
は
き
っ
と

富
ん
で
く
れ
て
い
る
に
迎
い
な
い
。

ひ
ど
く
不
器
用
で
正
直
で
、
い
つ

も
直
球
勝
負
だ
っ
た
父
。
小
学
校
長

退
職
後
の
趣
味
は
「
愛
妻
と
盆
栽
」
と

冗
談
ま
じ
り
に
言
っ
て
い
た
の
に
、

そ
ん
な
猶
予
も
許
さ
れ
ず
、
退
職
し

て
三
ケ
月
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

母
と
私
は
ま
る
で
父
の
意
志
を
継

ぐ
か
の
よ
う
に
、
今
や
完
全
に
、
素
人

の
ど
自
慢
と
り
ん
ご
に
は
ま
っ
て
い

る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
父
が
の
り

う
つ
っ
て
い
る
の
か
な
、
と
も
思
う
。

素
人
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
お
も
し

ろ
お
か
し
い
歌
い
っ
ぶ
り
、
一
方
で

は
素
人
離
れ
し
た
歌
の
う
ま
さ
に
、

な
ん
と
も
ほ
の
ぼ
の
し
た
も
の
を
感

じ
、
と
て
も
心
い
や
さ
れ
る
。
日
曜

日
の
ゆ
っ
く
り
し
た
昼
食
時
が
ひ
と

き
わ
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

り
ん
ご
に
は
様
々
な
種
類
が
あ

り
、
味
わ
い
深
い
。
他
の
果
物
を
食

べ
た
あ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
り
ん
ご
に

す
れ
ば
良
か
っ
た
、
と
妙
に
物
足
り

な
い
気
分
に
な
る
。
父
が
生
き
て
い

た
と
き
、
感
動
を
共
有
し
て
い
た
ら

と
思
う
と
、
後
悔
で
胸
が
し
め
つ
け

ら
れ
る
。

ま
っ
赤
な
り
ん
ご
を
一
口
か
じ
る

と
、
甘
酸
っ
ぱ
い
初
恋
の
味
が
す

る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
な
が
ら
、

し
み
じ
み
り
ん
ご
を
味

わ
う
と
き
、
父
の
や
さ

し
い
笑
顔
が
見
え
て
く

る
気
が
す
る
。
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自己管理
佐野　常世（88才）

（五輪橋内科病院）

イ
ラ
ク
戦
争
で
日
本
人
若
者
三
名
が

反
ア
メ
リ
カ
勢
力
に
捕
え
ら
れ
日
本
国

中
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
自
己

責
任
云
々
と
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
た
。

私
は
昨
年
二
月
か
ら
週
三
回
人
工
透
析

と
な
り
二
年
生
だ
が
、
当
初
病
院
か
ら

自
己
管
理
ノ
ー
ト
を
渡
さ
れ
、
毎
日
体

重
・
血
圧
・
水
分
爪
損
等
朝
夕
に
測
定
し

記
帳
、
更
に
病
院
側
で
そ
の
日
の
検
査

デ
ー
タ
ー
の
数
値
を
分
類
記
帳
し
て
く

れる。自
己
だ
任
も
自
己
管
理
も
意
義
で
大

差
な
い
と
思
う
が
、
透
析
ノ
ー
ト
前
編

基
礎
編
に
教
科
薄
同
様
日
常
生
活
・
合

併
症
・
感
染
症
等
を
目
に
す
る
と
、
如

何
に
自
己
管
理
が
大
切
で
あ
る
事
が
痛

感
さ
れ
る
。

私
は
少
年
期
か
ら
虚
弱
体
質
で
運
動

も
得
意
で
な
か
っ
た
。
国
鉄
に
就
職
し

列
車
乗
務
員
に
な
っ
た
が
、
日
中
戦
争

が
拡
大
さ
れ
昭
和
一
三
年
鉄
道
省
外
地

派
遣
員
軍
属
と
な
り
、
大
会
戦
直
後
の

徐
州
駅
に
配
属
さ
れ
、
専
ら
軍
用
列
車

の
編
成
作
業
に
従
事
し
た
。
二
〇
歳
の

時
現
地
に
徴
兵
検
査
で
「
第
一
乙
」
と

な
り
、
入
隊
せ
ず
と
菩
こ
ん
だ
の
も
束

の
間
で
、
現
地
設
立
の
華
北
交
通
㈱
入

社
直
後
、
現
役
兵
と
し
て
一
旦
帰
国
後

中
国
駐
留
部
隊
に
入
隊
、
「
保
護
兵
」

に
分
類
さ
れ
時
折
軍
医
の
診
察
を
受
け

た
。
以
来
三
年
八
ケ
月
中
国
各
地
を
転

戦
。
そ
の
間
同
年
兵
の
三
分
の
一
は
戦

死
・
病
死
・
胸
部
疾
患
等
に
よ
り
戦
列

を
離
れ
た
が
、
私
は
幸
運
に
も
下
士
官

に
な
り
後
方
勤
務
の
た
め
無
事
原
隊
の

旭
川
に
戻
り
、
ア
ツ
ツ
島
玉
砕
直
後
だ

っ
た
が
満
期
除
隊
と
な
る
。

昭
和
一
八
年
秋
、
三
度
目
の
中
国
に

渡
り
休
職
中
の
華
北
交
通
㈱
に
復
呵

徐
州
駅
に
勤
務
中
に
同
郷
出
身
の
妻
と

結
婚
し
、
翌
年
終
戦
と
な
る
。
中
国
は

内
戦
と
な
り
種
々
困
難
が
あ
っ
た
が
、

翌
二
一
年
三
月
上
海
経
由
で
博
多
に
、

無
事
故
国
の
土
を
措
み
七
月
に
国
鉄
に

復
職
し
た
。

私
は
麻
雀
・
カ
ラ
オ
ケ
等
は
不
得
手

だ
が
、
酒
だ
け
強
か
っ
た
。
時
折
度
を

過
す
事
が
あ
り
、
四
〇
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
体
重
が
増
加
、
一
六
〇
c
m
の
小
兵
乍

ら
七
九
鹿
と
な
り
、
当
然
や
回
血
圧
と
心

臓
肥
大
と
な
る
。

六
三
歳
の
時
第
二
の
職
場
か
ら
帰
宅

直
後
の
夕
食
時
、
私
の
手
足
の
動
作
が

不
自
然
な
の
を
妻
が
目
党
く
見
つ
け
、

前
日
見
た
テ
レ
ビ
の
脳
血
栓
の
症
状
と

同
様
な
の
で
直
ち
に
緊
急
処
曜
生
ま

れ
て
始
め
て
の
入
院
だ
っ
た
が
、
処
置

が
早
か
っ
た
の
で
何
等
の
後
退
症
も
無

く
僅
か
三
週
間
で
退
院
出
来
た
。
妻
の

機
転
で
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
北

海
道
新
聞
社
の
知
る
事
と
な
り
、
記
者

と
カ
メ
ラ
マ
ン
が
私
宅
を
訪
れ
、
道
新

に
「
脳
血
栓
と
戦
う
」
連
載
も
の
に
報

道
さ
れ
、
数
多
く
の
方
か
ら
励
し
の
電

話
や
直
接
面
会
に
来
ら
れ
た
方
も
居

た
。
一
昨
年
九
月
に
今
度
は
妻
が
私
同

様
左
手
の
シ
ビ
レ
を
訴
え
、
私
も
直
感

し
、
救
急
処
置
の
結
果
三
週
間
の
入
院

で
事
無
き
を
得
た
。
更
に
そ
の
後
私
は

体
全
体
に
ム
ク
ミ
が
生
じ
、
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
と
診
断
さ
れ
た
が
、
事
の
重

大
さ
に
気
づ
か
ず
、
自
己
管
理
不
十
分

の
た
め
再
度
入
院
。
昨
年
二
月
人
工
透

析
初
年
兵
と
な
る
。
現
在
は
自
宅
か
ら

通
院
治
療
を
受
け
て
居
る
が
、
治
療
閲

始
前
の
一
〇
分
程
度
待
合
室
で
患
者
同

志
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
な
り
、
お
互
い

の
談
笑
が
緊
張
を
和
ら
げ
る
ひ
と
時
と

な
る
。
八
時
二
〇
分
治
療
室
に
入
る
と

必
ず
女
医
先
生
お
二
人
と
看
護
部
長
、

看
護
師
、
技
師
さ
ん
が
ニ
コ
ヤ
カ
に
唆

い
表
情
で
迎
え
て
下
さ
り
、
「
よ
ー
し

今
日
も
頑
張
る
ぞ
」
と
の
気
分
に
な

る
。
ベ
ッ
ト
に
テ
レ
ビ
も
あ
る
し
絶
え

ず
巡
回
し
、
水
分
の
調
整
・
血
圧
・
体

調
等
些
細
に
注
意
深
く
見
守
っ
て
下
さ

る
し
、
主
治
医
の
先
生
も
必
ず
診
察
し

て
下
さ
る
の
で
有
難
い
。

こ
の
度
腎
臓
病
患
者
友
の
会
に
入
会

さ
せ
て
戴
き
、
長
い
間
各
界
の
諸
先

生
、
同
病
患
者
諸
先
非
の
御
努
力
に
よ

り
、
私
共
新
参
者
で
も
医
療
費
そ
の
他

の
恩
恵
を
受
け
、
又
「
生
き
る
仲
間
」

の
誌
面
等
で
自
分
を
励
ま
し
て
戴
き
、

深
く
感
銘
致
し
治
療
に
専
心
努
め
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



《《《《ひ

⑳⑳

当過去を剛向くな
川村　敏信

（H・N・メディックさっぽろ東）

腹
膜
透
析
が
六
年
半
、
血
液
透
析
が

二
年
半
に
な
り
ま
す
が
、
透
析
を
始
め

た
時
は
「
も
う
少
し
体
を
い
た
わ
れ
ば
」

と
か
「
も
う
少
し
…
」
と
か
過
去
を
振

り
向
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
最

近
は
過
去
は
振
り
向
い
て
も
、
歩
き
な

が
ら
振
り
向
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

何
故
な
ら
ア
ル
バ
ム
を
持
ち
出
し
て

「
こ
の
時
は
、
良
か
っ
た
よ
ネ
ー
」
と
思

っ
た
時
、
す
で
に
年
を
と
っ
て
し
ま
っ

た
と
言
う
観
念
に
な
り
、
今
は
良
く
な

い
と
否
定
的
な
感
情
想
念
に
な
っ
て
人

と
し
て
の
進
化
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

病
気
を
し
て
い
る
と
「
あ
の
時
、
あ

ん
な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
」
と
か
家
族

の
皆
が
写
っ
て
い
る
写
長
を
見
て
「
こ

の
時
良
か
っ
た
よ
ネ
、
一
緒
に
食
事
が

で
き
た
の
に
」
と
か
、
過
去
を
振
り
向

く
と
ど
う
し
て
も
暗
く
な
り
が
ち
に
な

る。

こ
う
考
え
る
と
、
過
去
が
ど
う
で
あ

れ
今
は
今
な
の
だ
か
ら
、
現
実
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
、
明
る
い
未
来
が
現
れ

な
い
の
で
あ
る
。

人
が
、
生
き
て
行
く
た
め
に
は
口
か

ら
入
る
栄
養
と
耳
か
ら
入
る
栄
養
が
必

要
な
の
で
、
心
の
栄
養
に
な
る
「
詩
」

を
作
り
時
々
、
自
分
で
こ
の
「
詩
」
を

読
み
心
の
栄
養
と
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
聖
者
は
「
散
る
桜
、
残
る
桜

も
、
散
る
桜
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

生
ま
れ
て
き
た
ら
必
ず
、
全
員
こ
の
世

を
去
る
の
が
、
法
則
で
あ
り
真
理
で
あ

り
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
水
の
流
れ
が
遅
い

川
は
濁
り
、
流
れ
が
速
い
渓
流
の
水
は

透
き
と
お
り
「
山
女
」
が
住
め
る
が
人

間
も
同
じ
で
、
頭
で
ゴ
チ
ヤ
ゴ
チ
ヤ
考

え
て
い
て
は
血
液
も
濁
っ
て
し
ま
い
ま

す。
今
日
に
生
き
る
人

仕
事
も
一
生
懸
命

遊
び
も
一
生
懸
命

明
日
を
信
じ
ら
れ
る
人

仕
事
も
ほ
ど
ほ
ど

遊
び
も
ほ
ど
は
ど

何
事
も
「
ほ
ど
は
ど
」
が
一
番

自
分
を
信
じ
る
こ
と
が
一
番
で
あ
る
が

自
分
を
信
じ
ら
れ
な
く
て
も

自
分
を
疑
っ
て
は
い
け
な
い

「
人
生
す
べ
て
　
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
」

分
　
上
目
∵
工
二
．
．

人
7
　
与
え
ら
れ
て
い
る
　
そ
の
ま
ま
に

生
き
る
こ
と
で
あ
る
か
ら

今
あ
る
自
分
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る

争
あ
る
自
分
か
ら
放
け
出
そ
う
と
し
て
い
る

そ
の
想
い
が

自
分
を
苦
し
め
　
人
を
も
苦
し
め
て
い
る

人
は
　
生
ま
れ
た
そ
の
瞬
間
か
ら

す
で
に
救
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

で
あ
り
ま

す
し
、
人

生
、
生
き

て
い
れ
ば

大
な
り
小

な
り
色
々

な
こ
と
が

あ
る
の
だ

か
ら
、
こ

の
一
度
の

人
生
を
楽

し
く
、
明

る
く
　
「
生

き
き
る
」

こ
と
が
、

大
切
だ
と

思
い
ま
す
。線
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例年より少なめの出席者

鈴木会長の挨拶と議長役の芭木副会長（左）

●
出
席
者
　
二
九
名

（
委
任
状
二
七
名
）

●
議
　
長
　
琶
木
　
芳
三

（
も
な
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

＼r

　

議

選

一＼

一
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
利
用
券
販
売
結
果

報
告販

売
売
上
額
六
〇
八
、
〇
〇
〇
円

還
元
金
の
一
割
は
札
幌
腎
友
会
の

事
業
収
入
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
二
　
講
演
会
・
長
期
透
析
者
表
彰
式
報

告
第
一
部
　
長
期
透
析
者
表
彰
式

一
〇
年
表
彰
者
一
一
三
名

当
日
出
席
者
一
四
名
の
会
員
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
会
長
よ
り
渡
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
部
　
講
演
会

演
題
　
「
生
か
さ
れ
て
三
八
年
」

鈴
木
啓
三
会
長
（
札
幌
腎
友
会
）

を
講
師
に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
二
一
部
を
通
し
八
二
名
の
透

析
患
者
∵
こ
家
族
を
含
む
皆
様
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
報
告

九
月
二
三
日
呵
大
通
り
西
三
丁

目
に
お
い
て
開
催
、
支
援
者
を
含
め

五
八
名
の
参
加
で
、
テ
レ
ビ
局
（
S

T
V
・
H
T
B
）
　
の
取
材
も
あ
り
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

四
　
機
関
紙
「
生
き
る
仲
間
」
　
に
つ
い

て

第
八
二
号
一
一
月
発
行
予
定

五
　
正
月
飾
り
販
売
に
つ
い
て

二
月
に
ご
案
内
を
送
付
、
販
売

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

【
ご
意
見
】
価
格
は
市
場
よ
り
商
い

な
ど
不
利
な
面
が
あ
る
が
、
事
務

局
で
は
事
業
と
し
て
も
っ
と
宣
伝

P
R
な
ど
強
化
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

十
分
会
員
に
渡
ら
な
い
の
で
い
た

だ
け
な
い
か
。

【
回
　
答
】
各
施
設
に
お
い
て
事
情

に
合
わ
せ
て
幹
事
さ
ん
の
出
来
る

範
囲
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま

対
策
」
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る
請

願
署
名
と
1
P
A
の
難
病
、
長
期
慢

性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
の
総
合
対

策
を
求
め
る
請
願
署
名
運
動
に
ご
協

力
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
ご
意
見
】
署
名
用
紙
の
「
運
動
を

支
え
る
募
金
に
も
ご
協
力
を
」
　
の

欄
で
「
病
院
単
位
患
者
会
で
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

と
有
り
ま
す
が
、
い
た
だ
い
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
訂
正
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
回
　
答
】
全
腎
協
に
伝
え
ま
す
。

文
化
交
流
活
動
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
取
り
寄
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
の
対

応
も
致
し
ま
す
。
各
施
設
で
必
要

枚
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。

六
　
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
に
つ

い
てマ

ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
が
、
私
た

ち
の
医
療
費
や
医
療
費
助
成
が
ど
ん

ど
ん
削
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
国
会
請
願
で
の
議
員
よ
り
「
請

願
を
一
度
で
も
な
く
な
る
と
、
も
う

必
要
な
い
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
よ
。
」
と
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
全
腎
協
の
　
「
腎
疾
患
総
合



午後の勉強会もがんばりました

勉強会もよう

会
）
に
つ
い
て

二
月
一
七
日
呵
　
テ
イ
セ
ン
ボ
ウ

ル
に
お
い
て
開
催
の
予
定
で
す
。

八
　
幹
事
新
年
会
に
つ
い
て

事
務
局
一
任
と
な
り
ま
し
た
。

九
　
そ
の
他

一
、
＃
年
部
報
告

七
月
一
四
日
呵
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
（
四
名
）
に
出
店
、
売
り
上
げ

は
札
幌
腎
友
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
慢
性
腎
臓

病
疾
患
対
策
）
に
お
い
て
札
幌
腎
友

会
の
紹
介
な
ど
、
入
会
の
し
お
り
の

配
布
や
掲
示
板
（
ポ
ス
タ
ー
）
　
で
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

札
幌
腎
友
会
＃
年
郡
と
し
て
の
役

員
が
現
在
退
任
後
補
充
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
会
員
が
札
幌
腎
友
会
の

講
演
会
・
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

二
、
北
海
道
（
道
腎
協
）
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
で
の
役
員
研
修
会

一
〇
月
一
四
日
㈹
「
後
期
廿
回
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
」

講
師
　
全
腎
協
理
事

栗
原
　
紘
隆
氏

［
鳳
且
「
後
期
高
鹿
者
医
療

制
度
に
つ
い
て
」

平
成
二
〇
年
四
月
施
行
に
向
け
て

の
一
連
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
を
し

な
が
ら
の
説
明
を
致
し
ま
し
た
。

【
ご
意
見
】
勉
強
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
事
前
に
機
関
紙
等
で
今
回

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
、
内
容
の
把
握
が
出
来
て
い
る

の
で
勉
強
会
は
必
要
が
な
い
の
で

は
な
い
か
、
今
後
の
反
対
運
動
に

向
け
た
討
議
を
し
て
は
し
い
。

【
回
　
答
】
勉
強
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま

す。
ま
た
、
道
腎
協
研
修
会
（
一
〇

月
一
三
日
㈹
）
に
全
腎
協
よ
り
講

師
が
来
て
説
明
が
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
参
加
を
し
て
皆
様
の
ご

意
見
を
直
接
訴
え
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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移植がもたらしたもの
石井　裕子

（宮の沢泌尿器科クリニック）

▲』

私が移植を受けたの

は、これから夏に向か

おうとする平成10年7

月のことでした。

残念ながら、3年前

から透析をしておりま

すので、移植生活を送

っていたのは、実質5

年半程です。

移植をするにあたっては、透析も長く合併

症もあったため、様々な不安が頭の中を巡り

ましたが、周囲の励ましと自分の中の目標が

背中を押してくれました。

移植手術は、困難を極めるものではなかっ

たのですが、私の場合、予後の調子が思わし

くなく入退院を繰り返しました。この事が、

私に自己管理の重要性や継続することで、精

神的強さをもたらしてくれました。

移植により、確かに食事制限が綬和され、

また、時間的制限も少なく、精神的余裕が生

まれますが、それは、自己管理を着実に行っ

ていくことで、得られるものだと思います。

透析は、いろいろな制限が身を束縛してい

ますが、移植によりもたらされる「綬和」が

移植後の生活に大いに影響されてきます。つ

まり、移植後も透析の時のように自己管理し

ていく必要があるのです。免疫抑制剤の服

用、暴飲暴食をしない、適度な運動などとい

った自律性が求められるのではないでしょう

か。「綬和」は、自律までも緩めてしまう可

能性があると感じました。

ところが、人間これがなかなか出来ない1

人聞苦しさを忘れて、楽な方へ流れるのは、

坂道を転げ落ちるように早いのです。自分の

経験から、入退院の繰り返しも影響している
のでしょうが、気づくことが多々ありまし

た。

移植は良い面も、もちろん沢山あります。

水分や食べ物を美味しく感じられ、時間も透

析日を考えず使うことが可能なのです。手術

をした日から、透析日に透析をしていないと

いう生活に戸惑いながらも、毎日感動し、不

思議な気持ちになったものです。

この生者舌に馴染むのには、時間はかかりま

したが、それだけ透析が生活の一部となり、

透析で頑張ってきた私自身に大きな花マルを

あげたいと思い、それまで透析を18年間続け

てきた苦労が報われた一瞬でした。透析とい

う治療を受け続けてきたからこそ、この瞬間

を味わうことができたのだと思いますし、単

調で、連続する日々を一生懸命生きることが

できたのだと感じました。

私は何度も大きな手術を受けてきました
が、移植手術は以前とは違う感覚を、手術の

前の晩に感じました。それは「希望」が見え
ていたことが影響していたのだと思います。

今は透析に戻りましたが、その時、感じた
「生きることの情熱」、「生きていく希望」を

今も同じく感じているし、持ち続けていきた

いと思います。あの夏の日と同じ季節を向か

えると心に響くのです。



ギ奉養喜i

ポジウム」
に協力

8月19日出）に市民シンポジウム「ストップ・

ザ慢性腎臓病！」が道新ホールで開催されま

した。この市民シンポジウムは日本腎臓病学

会・全腎協・遺腎協及び北海道新聞社の主催
で開催され、主に保存期の慢性腎臓病患者の

方へむけて、予防・早期発見とその進展を抑

えるための内容でした。

青年部では、腎友会を説明しアピールする

為の展示パネルとパンフレットを作成し、当

日も展示パネルの前で腎友会の説明をしてパ

ンフレットの配布をしました。

後日、市民シンポジウムに出席された数名
の方よりお問合せのお庵話があり、3名の方

が入会されました。

保存期の方は、病状やこれから導入するか

もしれない透析に不安を持っているのを感じ

ました。今後は保存期の方にむけての情報発

信も必要だと思います。
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つり一つ一年呼声≡≡≡宰

第号呼出虐二

青年部では昨年に引き続き、7月14日（日）中

島公園でのフリーマーケットに出店しました。

当日は朝から雲一つ無い快晴で、会場の自

由広場の固路にはずら一つと出店の車が並び

ました。

今回は鈴木洋子・川村百合江・小林香・吉

田季代乃の4名で参加しました。

まだ商品を出さないうちからお客さんが来

て、いろいろ物色していきます。フリマに椚

れてきたと思っていましたが、お客さんのパ

ワーに圧倒されてしまい、すごく焦ってしま

いました。

お客さんは子供からお年寄りまで様々で、

商品を吟味して何

度も回ってきま

す。そのなかでも

小型犬を連れたセ

レブ風の奥様が多

かったのは場所柄

でしょうか？

当日は暑くて売子の私達は半袖だったんで

すけど、冬物の毛糸のカーディガンを買って

くれたおばあちゃんが「これ今の季節にいい

ね！」と買ってくれたカーディガンを弟てい

ったのには培きました。

今回の売上は41，365円でした。経費を差

し引いた34，035円を札幌腎友会に寄付しま

した。

商品を提供してくださった皆様ありがとう
ございました。機会があれば第4回もやりた

いと思っています。

（報告　吉田季代乃）

〈星野泌尿器科〉
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会場では参考資料も配られました　　　　　　　　　プロジェクター使用のわかりやすい説明

協入○＿　●ビアガーデン利用券販売結果報告　　　　（平成19年度） 

真書≡渠l勤医協中央病院 　　　施　設　名 剩ﾌ売売上額 倡ｸ�����ﾘ����kﾂ�販売売上額 5，000 ������H��4���8ｨ��6ｨ��6(��4��70，000 

5，000 とい札ら うた幌の ごだ腎還 ざき友元 いま会金 蓋しの二 十十Ⅰ∵ 0ご収八 佻ﾈ��}h��ｻH��>���怦��V������10，000 偃��6ﾈ7H8ﾘ4�8ｨ6ｨ6(4��

札幌北クリ　ニ　ック ��sX�3����星　野　泌　尿　器　科 田8�C����

札幌センチュリー病院 ��X�3����も　な　みクリ　ニ　ッ　ク �#��3����

札　幌　北　棟　病　院 塔��C����石　　狩　　病　　院 店�3����

札　幌　南　一　条　病　院 ����3����L旦＿　人　　会　　員 塔��3����

仁　檎　会　病　院 都��3����合　　　　　計　l608．000 

第
三
四
回
難
病
患
苧
障
害
者
と
家
族
の
全
道
集
会

腎
臓
病
部
会
分
科
会
に
出
席
し
て

平
成
一
九
年
八
月
四
日
呵
五
日
㈱

か
で
る
二
・
七
に
於
い
て
騨
北
海
道
難

病
連
全
道
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
日
の
全
体
会
議
に
は
四
五
〇
名
の
患

者
と
家
族
、
三
一
名
の
議
員
・
来
賓
が

出
席
し
、
五
日
の
分
科
会
に
は
二
六
会

場
で
講
演
会
又
は
、
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

腎
臓
病
部
会
と
し
て
は
「
透
析
療
法

の
食
事
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
講
師
　
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
ウ
イ

ン
グ
栄
養
の
賀
代
表
管
理
栄
養
士

平
泉
幸
子
先
生
を
お
招
き
し
て
五
七
名

の
参
加
で
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
講
演
内
容
は
最
初
に
血
液
透

折
は
な
ぜ
必
要
か
、
血
液
透
析
の
原
理
・

し
く
み
・
透
析
液
の
組
成
（
成
分
と
役

割
）
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
食
事
に
つ

い
て
は
カ
リ
ウ
ム
を
減
ら
す
工
夫
、
体

重
維
持
等
。
日
常
生
活
に
お
い
て
自
分

の
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
と
デ
ー
タ
は
管
理

し
て
お
く
事
。
食
品
に
含
ま
れ
る
カ
リ

ウ
ム
・
リ
ン
の
含
有
虫
な
ど
は
あ
る
程

度
数
値
を
分
か
っ
て
お
く
事
な
ど
、
と

て
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、

二
〇
年
前
私
の
透
析
導
入
時
に
平
泉
先

生
の
よ
う
な
栄
養
士
さ
ん
と
め
ぐ
り
合

え
て
い
た
な
ら
、
も
っ
と
楽
し
い
透
析

食
生
活
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
本
日
来
場
さ
れ
た
方
は
と
て
も
ラ

ッ
キ
ー
だ
と
思
い
ま
し
た
。

透
析
治
療
も
年
数
を
経
て
来
る
と
合

併
症
が
出
て
き
ま
す
。

ご
自
分
の
考
え
だ
け
で
治
療
や
食
事

方
法
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
講
演
会
を
利
用
し
て
も
っ
と
も
っ

と
沢
山
の
方
に
快
適
な
透
析
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
報
告
　
三
上
）
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お
正
月
飾
り
販
売
に
ご
協
力
を
…

全
腎
協
の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
活

動
は
、
全
腎
協
が
結
成
さ
れ
た
昭
和
四

六
年
度
に
第
一
回
の
国
会
請
願
活
動
を

実
施
し
て
以
来
、
毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ

れ
て
今
回
で
三
七
回
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
の
成
果
と
し
て
は
、
透
析
患

者
に
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
適
用
や
人

工
透
析
の
医
療
費
公
費
負
担
、
l
R
・

航
空
逓
信
∵
有
料
道
路
の
身
障
者
割
引

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
札
幌
腎

友
会
で
は
、
こ
こ
数
年
署
名
数
・
募
金

額
共
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
で
こ
の
国
会
請
願
署

名
・
募
金
活
動
が
、
役
員
や
会
員
に
大

変
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
診
療
報
酬
の
改

悪
に
よ
り
、
血
液
検
査
の
回
数
が
減
ら

さ
れ
た
り
透
析
中
の
食
事
代
が
自
己
負

担
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
医
療
・
福
祉
制
度
を
こ
れ

以
上
後
退
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
署
名
は
請
願
の
み
に
使

用
さ
れ
、
他
の
用
途
に
流
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
署

名
し
て
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

札
幌
腎
友
会
で
は
今
年
度
も
お
正

月
飾
り
販
売
斡
旋
事
業
を
行
い
ま

す。
お
正
月
飾
り
は
、
歳
神
様
を
お
迎

え
す
る
た
め
に
そ
の
場
所
を
清
め
ま

す
。
新
し
い
わ
ら
に
は
、
古
い
年
の

不
浄
を
払
い
、
う
ら
じ
ろ
は
長
寿
、

佃
だ
い
だ
い
は
家
系
繁
栄
な
ど
の
縁
起

刷
物
で
す
。

叫
　
皆
様
も
ぜ
ひ
、
お
正
月
飾
り
で
新

…
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

叫
　
各
施
設
に
チ
ラ
シ
と
注
文
書
を
お

…
送
り
し
ま
す
の
で
、
施
設
の
幹
事
に

洲
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個

㌃
会
員
に
も
チ
ラ
シ
と
注
文
書
を
お

仰
　
送
り
し
ま
す
の
で
、
直
接
、
札
幌
腎

言
責
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

佃
　
さ
い
。

仰
　
チ
ラ
シ
に
は
消
費
税
込
み
の
定
価

岬
　
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
費
税

言
宴
会
で
負
担
し
、
注
文
票
販

仰
売
価
格
に
な
り
ま
す
。

…
注
文
の
締
め
切
。
は
、
平
成
一
九

r

言

…

享

夏

至

蔓

夏

空

等

至

言

言

至

年
一
二
月
三
日
州
で
す
。
そ
れ
以
降

は
品
物
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
販
売
価
格
の
二
〇
％
を
各

施
設
へ
還
元
し
ま
す
。

残
り
の
収
益
は
、
札
幌
腎
友
会
の

事
業
収
入
と
し
て
事
務
局
経
費
の
一

助
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
お
正
月
飾
り
は
、
吸
着
盤
・

フ
ッ
ク
を
除
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
を
一
切
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
全
て
「
ど
ん
ど
焼
き
」
で
燃
や

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
分
別
収
集
の

必
要
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心

し
て
ご
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。



動
脈
硬
化
と
そ
の
原
因
◎

●
高
脂
血
症
（
脂
賞
代
謝
異
常
）

透
析
者
の
体
内
で
は
、
脂
肪
の
分

解
（
代
謝
）
が
う
ま
く
で
き
ず
、
中

性
脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
）
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
中
性

脂
肪
が
増
え
る
と
、
動
脈
硬
化
を
抑

え
る
働
き
の
あ
る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
（
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

が
減
り
や
す
く
、
さ
ら
に
動
脈
硬
化

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

●
高
血
圧

慢
性
腎
不
全
で
は
腎
臓
か
ら
水
分

が
排
泄
さ
れ
に
く
く
血
液
伯
も
増
え

て
し
ま
う
た
め
、
増
え
た
血
液
を
体

内
に
送
り
出
す
た
め
に
心
臓
は
強
く

収
縮
し
、
血
圧
が
上
昇
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
心
臓
に
大
き

な
負
担
が
か
か
る
と
と
も
に
、
血
管

に
も
高
い
圧
力
（
血
圧
）
が
か
か
り
、

傷
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
度
、
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
一
九
年
九
月

一
四
日
か
ら
駐
車
禁
止
除
外
指
定
標
章

の
交
付
対
象
者
が
変
り
ま
し
た
。

●
主
な
改
正
点
は
標
章
交
付
が
、
「
車

輌
特
定
標
章
」
か
ら
「
本
人
特
定

の
標
章
」
　
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
で

す。

又
、
規
則
改
正
前
に
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
標
章
に
つ
い
て

は
、
そ
の
有
効
期
限
が
満
了
す
る

ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

●
申
請
窓
口
－
住
所
地
を
管
轄
す
る

警
察
署
交
通
課

●
相
談
窓
口
⊥
父
付
基
準
そ
の
他
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
近
く
の
警
察

署
交
通
課
又
は
警
察

本
部
交
通
規
制
課
駐

車
対
策
係
。
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●
リ
ン
・
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
異
常

リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
は
腎
臓
か
ら
排
泄

さ
れ
ま
す
。
ま
た
小
腸
か
ら
の
リ
ン
や
カ

ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
す
る
は
た
ら
き

の
あ
る
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
腎
臓
で

作
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の

簿

ま
す
。
透
析
者
で
は
動
脈
硬
化
に
伴
い
石

灰
化
し
た
血
管
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

●
慢
性
炎
症
状
態

C
R
P
（
C
l
反
応
性
タ
ン
パ
ク
）
は

体
内
に
炎
症
や
組
織
の
損
傷
が
あ
る
嘲
合

に
血
中
に
増
え
る
た
ん
ば
く
質
の
一
種
で

あ
り
、
体
内
の
炎
症
状
態
を
示
す
指
標
と

し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
血
管
壁
に
お
け
る
慢
性
炎

症
と
見
る
こ
と
も
で
き
、
C
R
P
柄
が
高

い
と
動
脈
硬
化
の
進
行
が
早
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
う
に
リ
ン

と
カ
ル
シ
ウ

ム
の
代
謝
は

腎
臓
と
深
い

㈲
係
が
あ
り

ま
す
が
、
恨

性
腎
不
全
で

は
こ
れ
ら
の

は
た
ら
き
が

変
調
を
き
た

し
て
い
ま

す。
リ
ン
・
カ

ル
シ
ウ
ム
の

代
謝
晃
常
が

進
む
と
、
骨

以
外
の
組
織

に
リ
ン
と
カ

ル
シ
ウ
ム
が

石
灰
と
し
て

沈
弟
す
る
、

見
所
性
石
灰

化
が
お
こ
り

ゃ
す
く
な
り

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業

〝
透
析
の
は
な
し
〟
よ
り



く事務局活動経過報告〉

7月3日　ビアガーデン利用券販売案内発送

8口　第1回幹事会（北区民センター35名）

12日　“生きる仲甘’第81号発送
“ぜんじんきょう”No222発送

19日　難痛連全道集会医療講演会案内発送

26日　事務局打合せ　　　　　　　（12名）
“生きる仲l粁臨時18弓発送

8月4・5日　難病連全道災会・医療講演会

19日　市民シンポジウム

「腎臓病を考える」に参加　　（8名）

21日　腎キャンペーン実行委員会　（6名）

23日　事務局打合せ　　　　　　　（9名）

28日　生きる仲間編集委員会　　　（5名）

9月4日　腎キャンペーン案内ポスター発送

9日　長期透析者表彰式・講演会

（北区民センター82名）

11日　長川退析者へ表捌状・．，己念品発送

13日　第2回幹JIi全案内発送
“ぜんじんきょう”Np223発送

“どうじん”第116弓・発送

20日　‾事務局打合せ　　　　　　　（9名）

23日　腎キャンペーン　　（大通り　58名）

10月7日　第2回幹事会（北区民センター29名）

23日　会計監禿　　　　　　（棚田監査役）

25日　会計監禿　　　　　　（山田監査役）

国会請願署名用紙発送
、ll務局打合せ　　　　　　　（9名）

30日　お正月飾り案内発送

fL幌市行財政プラン（案）に対する

意見書・協力依頼を幹や宛発送

■事務局だより■

◎文化交流活動（ボウリング大会）を、来年2月

に予定しております。詳細はポスター等でお知

らせ致します。大勢の方の参加をお待ちしてお

ります。

◎ご寄付を頂戴しております。会活動に役立たせ

ていただきます。ありがとうございました。

・山本　幸子様（中野医院）より　　30，000円

・細川　芳夫様（札幌北檎病院）より1，500円

・吉田　優理梯（fL幌北クリニック）より

10，000円

・■！f年部フリーマーケット売上金　　34，035円

◎薄い王いガキをいただきました。大切に使わせ

ていただきます。ご協力ありがとうございます。
・H・N・メディック

赤川　良介様　　　新谷　千代様

伊藤　勝雄株　　　上田1才美子様

掛端　トミ　様　　　工藤美智子様

鈴木　正夫様　　　高橋　節子様

田宮　英代様　　　八木　亀一様

薮内　　豊様　　　匿名の方お2人

・H・N・メディックさっぽろ束

畑山　雅大様
・小笠原クリニック外来プラザ

近藤　　党様　　　樋口　義市様

・札幌北稔病院

浅野久美子様　　　卯野　照美様

柏木由利子様　　　藤井　治子様
・保坂内科クリニック

淀川　芳道様
・石狩病院

村岡　　仁様

昭
和
元
年
1
月
柑
日
　
第
3
権
郵
便
物
認
可
　
発
行
所
　
北
海
道
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
空
音
　
（
購
読
料
は
全
書
に
含
む
）
　
頒
価
1
5
0
円

平
求
■
9
奉
■
1
日
■
0
日
羅
行
へ
毎
日
■
0
日
諸
行
）
　
　
印
刷
所
　
綿
北
海
道
機
聞
粍
印
刷
所

平
成
一
九
年
八
月
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
よ
り
平
成
一
二
年

度
ま
で
、
て
い
ね
泌
尿
器
科
の
幹

事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

小
西
　
昭
子
さ
ん

平
成
一
九
年
五
月
一
〇
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
三
年
度
に
札
幌
北
檎
病

院
の
幹
事
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま

した。こ
こ
に
、
ご
両
人
の
生
前
の
面

影
を
偲
び
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
ご
　
卦
　
報
〕

三
浦
　
勝
次
郎
氏


